
中村さん（左）から「女性部の魅力」を聞きながら大福づくり体験を行う参加者 互いの活動を紹介し合った交流会

　

青
年
部
は
Ｊ
Ａ
が
姉
妹
提
携
を

結
ん
で
い
る
Ｊ
Ａ
横
浜
の
青
壮
年

部
と「
活
動
報
告
・
意
見
交
換
会
」

を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
数
回
、
双

方
が
お
互
い
の
活
動
場
所
へ
と
出

向
い
て
視
察
を
す
る
な
ど
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
に
は
Ｊ
Ａ
横
浜
青
壮

年
部
か
ら
飯
田
達
矢
部
長
や
、
Ｊ

Ａ
神
奈
川
県
青
協
執
行
委
員
の
メ

ン
バ
ー
ら
８
名
が
来
組
。
一
泊
二

日
の
日
程
で
管
内
の
農
地
や
Ｊ
Ａ

子
会
社
、
沿
岸
被
災
地
な
ど
を
訪

問
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
活
動
報
告
・
意
見
交

換
会
で
は
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
青
年

部
は
活
動
報
告
と
し
て
、
継
続
し

て
い
る
沿
岸
被
災
地
復
興
へ
の
支

援
協
力
や
交
流
活
動
、
年
間
の
事

業
内
容
を
紹
介
。
Ｊ
Ａ
横
浜
青
壮

年
部
は
機
関
誌「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
」の
フ

ル
カ
ラ
ー
８
ペ
ー
ジ
を
紹
介
し
な

が
ら
各
支
部
の
活
動
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
沿
岸
部
視
察
と
し

て
、当
Ｊ
Ａ
の
釜
石
支
店
を
訪
問
。

同
支
店
職
員
が
東
日
本
大
震
災
発

生
当
時
の
状
況
や
そ
の
後
の
支
援

活
動
な
ど
を
説
明
。
被
災
地
巡
り

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
互
い
の
活
動
内
容

や
、現
状
を
見
つ
め
な
お
す
事
で
、

青
年
部
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
良

い
刺
激
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
部

は
、
４
地
域
合
同
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
部
で
は
部
員
減
少
や
各
地
域

の
活
動
内
容
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら

れ
る
事
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。
解
決
に
向
け
て
部
員
同
士
の

交
流
を
通
じ
、
地
域
毎
の
特
色
あ

る
活
動
を
共
有
し
活
動
方
針
の
意

識
統
一
を
は
か
る
事
で
、
部
全
体

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
に
は
、
４
地
域
の
部

員
と
そ
の
子
ど
も
ら
20
人
が
参
加

し
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
西
和

賀
町
で「
女
性
部
活
動
や
農
村
体

験
受
け
入
れ
」、「
住
民
が
一
体
と

な
り
取
り
組
む
郷
土
食
の
伝
承
活

動
」な
ど
”地
域
と
人
を
繋
ぐ
活

動
“
を
行
っ
て
い
る
中
村
キ
ミ
イ

さ
ん
宅
を
訪
れ
、
大
福
づ
く
り
や

郷
土
食
交
流
会
な
ど
を
体
験
。
餅

の
特
性
や
部
活
動
で
の
活
用
法
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。
作
業
を
行
っ

た
参
加
者
か
ら
は「
自
分
の
支
部

で
も
講
習
会
を
す
る
」「
キ
ミ
イ

さ
ん
の
お
話
は
今
後
の
活
動
の
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た
」な
ど
意
欲
的
な

声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
裕
紀
子
同
部
長
は「
地
域

の
枠
を
超
え
て
共
に
作
り
あ
げ
る

取
り
組
み
が
、
全
体
の
意
識
向
上

と
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
４
地
域

が
団
結
し
活
動
を
展
開
し
て
い

く
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

互いの活動報告を今後へ
〜ＪＡ横浜青壮年部来組〜

４地域合同の活動を強化
〜部全体の活性化を目指して〜

がん ばる青 年 部かがやく女性部

きれいなまん丸のおまんじゅうを作ったよ リンゴ圃場を視察する部員ら
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